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ポピュラー・ジャズピアノ科 講師資格認定オーディション r 

【BasicⅡ】 

実技試験 ＜初見１・２＞ 例題集 

 

［初見１］ 

●16小節程度のコード＆メロディー譜をヘッド・アレンジして演奏します。BasicⅡでは、最低２コーラス

（譜面を２回分）に発展させることが条件です。 

２コーラスへの発展は、必ずしも高度なアドリブまで要求するものではありませんが、１曲としての流

れを構成する意味で、メロディーやバッキングにいくらかの変化をつけることが望ましいでしょう。ま

た、イントロやコーダを付加することや、つなぎの部分等で新たなコードを挿入するのも自由です。 

アレンジの内容については、コードに基づいて的確な演奏ができることを確かめるもので、基本に則っ

たシンプルなアレンジでも差支えありません。限られた予見時間の中で曲の流れを適切に読み取り、安

定したテンポでスムーズな演奏をするようにしましょう。 

ここでは、基本的なリズム・パターンやアルペジオを用いたコードバッキングを基に、簡単なフェイク

を用いた２コーラスのアレンジ例を示します。 

 

・以下の譜面をもとに、簡単なヘッド・アレンジをして演奏する。 

・簡単なフェイクなどを含め、２コーラス以上で演奏すること。 

・代理コード、テンションの使用は任意。 

・予見時間は初見１・２合わせて３分間。 

 

問題例① 
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（アレンジ例①） 
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問題例② 
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（アレンジ例②） 
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●以下、アレンジ例は省略します。例①②を参考に、ヘッド・アレンジしてみましょう。 

 

問題例③ 
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問題例④ 

 

 

問題例⑤ 
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［初見２］ 

●初見２は、２段譜の演奏です。楽譜通りミスなく弾くことが大切ですが、それだけでなく、曲としてま

とまっているか、コードやメロディーの流れを把握して、スムーズに演奏できているかもポイントです。 

特に、初見だと音符だけを追いがちになりますが、曲のキーと、その上でのコード進行を全体的に把握

しておくことが、スムーズな演奏のためにはぜひとも必要です。途中で止まったり弾き直すことがない

ように、自信を持って演奏しましょう。 

 

 

問題例① 
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問題例② 
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問題例③ 
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問題例④ 

 


